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要　旨
山梨県における熱中症発生の特徴を明らかにするために 2005 ～ 2014 年の熱中症による救急搬送者データに
ついて解析を行った。その結果、2005 ～ 2009 年に対し 2010 ～ 2014 年の熱中症救急搬送者数の増加が確
認された。熱中症救急搬送者の性別、年齢、発生時間帯、重症度、発生場所、発生に至る行動において、2005
～ 2009 年に対し 2010 ～ 2014 年の 5 年間で増加している要因を検討した。その結果、性別では女性、年齢
では 65 ～ 74 歳と 75 歳以上の年齢階層、発生時間帯では 18 ～ 24 時と 0 ～ 6 時、発生場所では屋内、熱中
症にいたる行動では日常生活において有意に増加していることが明らかとなった。また、2005 ～ 2009 年に対
し 2010 ～ 2014 年での熱中症救急搬送者の増加に独立して影響を及ぼす要因の検討についてロジスティック

























　山梨県においては、1995 年から 2004 年までの 7、
8 月での内科、外科、産婦人科、小児科などの熱中症
に関係する各科への質問紙回答からの熱中症発生状
況と熱中症による救急搬送者数は 1995 年、2001 年、
2004 年の 7、8 月の日最高気温の平均値が高い年に
多く発生している。熱中症の発症は各年において、日
最高気温が 27℃の日からみられ、33 ～ 36℃での発
症の増加が報告されている（入來ほか 2006）。さらに、















































2005 年から 2009 年の 5 年間と 2010 年から 2014
年の 5 年間を区分し、2005 ～ 2009 年に対し 2010
～ 2014 年での熱中症救急搬送者の変動要因を検討




解析を行った。また、t 検定およびχ 2 検定で得ら




（EXCEL 統計 2006 および R version 3.3.2）。目的
変数は、2005 ～ 2009 年の熱中症搬送者（＝カテ












明（＝ d）、発生時間帯は 6 ～ 12 時（＝ a）に対し
て 12 ～ 18 時（ ＝ b）、18 ～ 24 時（ ＝ c）0 ～ 6
時（＝ d）とし、カテゴリー a と比較したカテゴリー





　図 1 に 2005 ～ 2014 年における熱中症救急搬送
者数の推移を示す（n=2311）。2005 ～ 2009 年で
の搬送者数は 613 人、年平均発生数は 123 ± 31 人
であった。2010 ～ 2014 年では 1698 人、年平均
は 340 ± 38 人の搬送者数であり、対応のない t 検




定の結果、2010 ～ 2014 年における年平均熱中症
救急搬送者数は 2005 ～ 2009 年に対して有意に増






においても 2005 ～ 2009 年（14.0 ± 3.5 人）に対
し、2010 ～ 2014 年（39.9 ± 4.4 人）では対応の
ない t 検定の結果、有意に増加していることが明ら
かとなった（P < 0.001、表 1）。2005 ～ 2009 年と
2010 ～ 2014 年での熱中症救急搬送者が発生した
日の日最高気温における対応のない t 検定の結果か
ら、2010 ～ 2014 年（34.81 ± 3.05℃）では 2005
～ 2009 年（33.86 ± 3.04℃）に対して有意に高い
ことが認められた（P < 0.001、図 2）。
　次に熱中症救急搬送者における 2005 ～ 2009 年、
2010 ～ 2014 年での性別、発生時間帯、重症度、
発生場所、行動について違いが見られるかをχ 2 検
定により検討し、さらに残差分析を行い熱中症発生
における要因を検討した（表 2）。χ 2 検定の結果、
2010 ～ 2014 年において有意に多くの熱中症救急
搬送者を示しているのは、性別においては「女性」、
表 2　2005 ～ 2009 年と 2010 ～ 2014 年での性別、発生
時間帯、重症度、発生場所、行動における熱中症救急搬
送者数とχ 2 検定
図 2　2005 ～ 2009 年と 2010 ～ 2014 年での熱中症救急
搬送者発生日の日最高気温（甲府地方気象台）の比較 ＊ ; 
P < 0.05
表 1　熱中症救急搬送者数と 10 万人当り熱中症救急搬送
者数の 2005 ～ 2014 年の推移および 2005 ～ 2009 年
と 2010 ～ 2014 年での年平均値の比較




発生時間帯では「18 ～ 24 時」と「0 ～ 6 時」、発
生場所では「屋内」、行動では「日常生活」と「不明」
であった。次に 2005 ～ 2014 年での年齢階級別の
熱中症救急搬送者数を示した図 3 から 15 ～ 24 歳
と 75 歳以上の発生が多い傾向が見られる。さらに、
表 3 に示した 2005 ～ 2009 年と 2010 ～ 2014 年
の年齢階級別での熱中症救急搬送者数におけるχ 2
検定による解析から、65 ～ 74 歳と 75 歳以上の年
齢階層で 2010 ～ 2014 年での発生が有意に増加し
ていることが明らかとなった。
　表 4 に示したように、2005 ～ 2009 年に対する
2010 ～ 2014 年の熱中症救急搬送者の増加にどの
因子が影響を与えているか、ロジスティック回帰分
析を用い検討した。その結果、2005 ～ 2009 年に
対して 2010 ～ 2014 年の熱中症救急搬送者の増加
に独立して影響を及ぼす因子として、性別（女性）、


























　2010 ～ 2014 年に増加した熱中症救急搬送者の
傾向について性別では、「女性」が有意に多く増加
していた。年平均における男女比率では 2005 ～











（Anderson et al. 1987）。すなわち、女性において
は閉経後のホルモンバランスが体温におよぼす影響
も含め、男性とは異なる応答を示す可能性も考えら
表 4　2005 ～ 2009 年に対する 2010 ～ 2014 年の熱中
症救急搬送者を目的変数としたロジスティック回帰分析
（n=2311)








2009 年に対して 2010 ～ 2014 年での熱中症救急
搬送者の発生は「18 ～ 24 時」、「0 ～ 6 時」の夜間
















































　また、ロジスティック回帰分析から 2005 ～ 2009
年に対し 2010 ～ 2014 年での熱中症救急搬送者の
増加に影響しているとして抽出された因子の中で、
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